
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 443,586 200,000 439,495 250,000

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額　４２５，０９５千円（内訳は以下のとおり）
・発熱外来体制強化費補助金　１８２，０００千円
・入院受入医療機関従事者緊急支援補助金　２４３，０９５千円

令和4年度予算

予算額　２５０，０００千円
・感染症対策支援

人工 2.0 0.0 2.0 0.0

人件費 14,400 0 14,400 0

事業費 429,186 200,000 425,095 250,000

うち特定財源 429,186 200,000 425,095 250,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

他都市の状況

他の地方自治体でも、同様の基金が設置されており（大阪府：新型コロナウイルス助け合い基金、奈良県：新型コ
ロナウイルス感染症対策基金、小田原市：新型コロナウイルス感染症緊急対策基金）、感染状況に合わせた取り
組みを実施している。

実施結果

以下の補助事業等を実施した。
・発熱外来体制強化補助金
・新型コロナウイルス感染症入院受入医療機関従事者緊急支援補助金

事業実施における
工夫点

新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑みて妥当と考えられる金額を設定した。

対象者 市内医療機関等 開始 令和2 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

新型コロナウイルス感染症の影響による様々な課題に対し支援を行うことで、新型コロナウイルス感染症への対
応体制の強化や感染拡大防止に資することを目的とする。

長期

当該事業を実施することで、長期的な観点から、新型コロナウイルス感染症の発生及びまん延の減少を目指し、
市民の健康を維持する。

取組内容

新型コロナウイルスの影響による様々な課題に対する取り組みを支援していくために寄付を募り設立した「新型コ
ロナウイルス札幌ささえあい基金」を活用し、感染症対策を行う団体・事業への補助等を行う。

011-676-4145

施策名
－

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 新型コロナウイルス感染症対策支援費

評価担当課
所属名 保）保健所　医療提供体制構築課

課長名 高田　誉之 担当者名 富樫　光希 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 38569



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
事業を実施したことにより、市民が必要な医療を受けられる体制の整備に寄与したと判断されるため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図り、市内医療機関のニーズが反映されるよう次年度も引き
続き事業を継続する。

予算
「新型コロナウイルス札幌ささえあい基金（新型コロナウイルス感染症
対策支援基金）」の造成額に基づき、適切な予算措置を行う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし（寄付金の受入実績や感染状況により、事業内容は適宜調整）
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし（寄付金の受入実績や感染状況により、事業内容は適宜調整）

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

補助対象となる経費の範囲を広く設定したことにより、医療機関毎に異なるニーズに細やかに応
えることができたものと考えられる。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

新型コロナウイルス感染症の対応が長期化している中、運営経費の負担が増加している市内医
療機関等のニーズに応えられる事業となっていると考えられる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

医療機関へ補助等を行うことにより、発熱患者等が医療機関等において適切に診療・検査等を受
けることができる体制や入院が必要な患者の入院先を確保し、市内の感染症対策の強化を図る
ことができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

補助等金額については、発熱患者等の診療状況や市のリストへ登録状況、新型コロナウイルス
感染症の検査実施状況、入院受入医療機関の確保病床数等に応じて設定しており、妥当である
と判断する。

項目 判定 理由

68719人

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

669床 -

成果指標１

指標名 入院受入医療機関入院患者数

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

38914人

350医療機関

活動指標２

指標名 入院受入医療機関病床数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

432床 -

活動指標１

指標名 発熱外来登録医療機関数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

210医療機関 250医療機関 297医療機関


